
薫風さわやかな季節、気持ち新たにスタート！
ゴールデンウィークはリフレッシュになりましたか。新年度のスタートで何かと慌ただ

しい上に、４月は雨も多く、さわやかとは言えない日が多かったのではないでしょうか。5

月は、五月晴れの日々を期待し、さわやかに日々の活動を進めていきたいところです。

さて学校では、様々な学校行事、研修等が本格的にスタートすることと思います。教育

研究所の各種研究・研修事業も５月から本格スタートとなります。今年度も先生方のご協力をよろし

くお願いいたします。
※ ５月１日現在の予定です。詳細は文書でご確認下さい。

※ 時間のみ記載の研修会の場所は、石橋庁舎です。

※ 市教育研究所主催行事 市関係行事 学校関係行事 その他

日 月 火 水 木 金 土
１

２ ３
憲法記念日

４
みどりの日

５
こどもの日

６ ７ ８

９ １０
市情報教育研究
推 進委員会 ①
15：30

１１ １２ １３
下地区小・中教頭
研修会 13:30（グ
リムの館）

１４
県養護教諭研修会

市社会科副読本活

用研究会①15:30(準

備会)

下野市栄養教諭・学

校栄養職員研修会

（ 石 橋 公 民 館 ）

14:00～

１５

１６ １７
市学力向上研究
会①15：30

県中学校長会総
会・研修会

１８
県小学校長会総
会・研修会

下地区教育相談
連絡会研修会

１９ ２０
下地区臨採教職
員研修会 13:30
小山市美田中
下野市学習指導
主任会①15:00～

２１
H22 児童生徒指
導推進中央研修
会 13:30（宇都宮
市文化会館）

２２
運動会
（古山小）

２３ ２４ ２５
市情報教育研究
会①15：00

２６
市小中校長定例
会議９：００

２７ ２８ ２９
運動会
（石橋北小、南
河内中）

３０ ３１



スキルアップ：ワンポイント講座

ホームページの充実を 教科書センターの紹介

下野市には、平成２０年度より県内でも数少ない教科書

センターが設置されています。ここでは、教科書を常時展

示してあり、先生方の学習指導のための資料提供が常時行

えるようになっています。どうぞご活用下さい。

○場 所

＊南河内図書館 2 階

○開館日

＊南河内図書館の開館日

○開館時間

＊午前９時３０分～午後５時

○展示教科書の種類

＊小・中学校・高等学校・特別支援学校等の教科書

（各出版社の教科書が展示してあります）

○入室・閲覧の仕方

＊入室の際に、入り口のファイルに日付・氏名を記入。

閲覧は室内で静かに行う。

※23 年度用の教科書は、6 月初旬に展示される予定です。

今年度は、これまで以上に各校のホーム

ページの充実を望む声が聞こえてきてい

ます。

下野市学校教育計画にも、地域社会にねざ

した学校経営推進のため、開かれた学校作

りの具体策の一つとして、ホームページや

学校だより等を活用した地域への情報発

信のことが記されています。

５月より、情報教育アドバイザーによる

ホームページ作成支援がスタートします。

ご活用ください。

日々、お忙しいとは思いますが、本市の小

中学校のすばらしさを、地域のみならず、

全国に発信していけますよう、よろしくお

願いいたします。

ゴールデンウィークはいかがでしたか。
連休中どこも出かけず、誰とも会話をしなかった人はいませんか。人には、コミュニケ

ーション (漢: 交流 英: Communication)が不可欠です。それを示すように生活の中にも
コミュニケーションを助けるためや娯楽になるものが昔からたくさんあります。落語、漫
才などは言葉のコミュニケーションで楽しませたり、悲しませたり。本や手紙などは、文
字のコミュニケーションです。最近では、パソコン（電子機器）を使ったもので、携帯電
話、メールなどがありますね。
さて、手紙や言葉では「手紙の書き方」「敬語」など相手に対しての気遣いや間違えを

避ける言い回しなどがあるのはご存知でしょう。むしろ常識として「エチケット」「思い
やり」などとして自然と身に着けていると思います。
では、メールやインターネットでの発言、コメントについてはどうでしょう。少し前、

メールでのやり取りから殺人事件に発展してしまった例もあるほどです。
メールやインターネットでの発言やコメントはむずかしいのでしょうか。そんなことは

ありません。
ネチケット（ネットワークエチケット）というネットワークでの発言やコメント、メー

ルに気をつけることを守ればいいのです。インターネットで「ネチケット」検索してみて
ください。たくさんのページがみつかります。ぜひ一度見てください。
（ひとりで歩けるネチケット：http://www.net-manners.com/ など）特にひとつだけ、

夜のメールや投稿は避けたほうがよいと思います。どうしても、夜に考えごとをすると独
りよがりの文章を書いてしまうものです。メールを書いても送信せず後日、もう一度見直
して送信しましょう。
なによりも重要なことは、相手の目をみて体全体で話すのがコミュニケーションの基本

です。


